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　    白木美南海（デザイン工芸コース）
  7「象虫乾漆飾箱」新谷仁美（デザイン工芸コース）
  8「補虫」福永なお美（デザイン工芸コース）
  9「OWL 漆塗りスピーカー」




　    －豆乳野菜ジュース「cheer」の提案－」
　    丸山陽子（デザイン情報コース）
13「おみやげ開発 concept「神社」－とおくを想う－」
　    矢木麻美（デザイン情報コース）
14「コーヒーと家族のひととき－現代の生活空間におけ
る漆工品の役割とその価値の研究－」
　    伊藤智子（デザイン工芸コース）
15「編んだ金属線を叩いて生まれるかたち」
　    田中久美子（デザイン工芸コース）
16「駅前の地層」酒井克弥（造形建築科学コース）
17「境界空間－郊外に暮らす－」














20 富山大学 芸術文化学部紀要　第6巻　平成24 年2月:
エントランスの展示（作品 9、作品 15）
外が見えるガラス越しでのパッケージ作品の展示（作品 13） 金属工芸作品の展示（作品 6）
センサーが反応すると動き出す作品（作品 8） ラハティの学生たちが惹き込まれるように鑑賞していた作品（作品 7）
漆工芸作品に興味をもつ学生が多かった（作品 10）
ガラス越しの展示（作品 12）
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学内見学
　展示に合わせ、ラハティ応用科学大学のキャンパス内
を案内して頂きました。木工機械室、金属機械室など
様々な加工室には専用の材料棚が整備され、清掃も行き
届き、制作環境管理がしっかりしている印象を受けまし
た。さらに素材別の加工室のそばにその素材専用の演習
室が配置され、スムースに作業が流れるように配慮され
ていました。学内のホールでは、家具、ファッション、
ジュエリーなどの学生作品展示が行われており、その完
成度と展示への意識の高さに刺激を受けました。
今後に向けて
　今回の展示では、搬入時に作品の破損が確認され、作
品梱包への配慮の重要性を改めて感じ、また、センサー
で動く作品がうまく作動せず、事前の動作確認を念入り
にすべきと痛感しました。セッティングは、ラハティで
教鞭を執られていた児島宏嘉先生と本学からの3名の教
員で朝から夕方までかけて行いました。現場の展示場
所の状況を確認したあと、展示台を用意していただいた
り、作品のスピーカーから音楽を流すために接続をして
いただいたり、現場の状況に応じて臨機応変に対応して
いくものとなりました。搬出は、本学からの3名の教職
員が行い、作品ごとに梱包の仕方が明記されている説明
書が添付されていたので効率よく作業が行えました。
　展覧会のオープニングではシャンパンが振る舞われ、
賑やかな雰囲気の中でラハティの学生達はくい入るよう
に本学の作品を鑑賞し、同じモノづくりを学ぶ者とし
て、モノを介して意志や価値、興味や関心が通じ合って
いるようでした。この状況を間近に見ると、やはり高岡
短期大学から続くこの相互交流展の意義は大変大きいと
感じました。モノの価値は、異なる国、異なる文化で
あっても力をもって伝わることを実感しました。今後
はこの“実感”をどう活かしていくのかを考える、次のス
テップの時期にきているのかもしれません。
金属加工専用の演習室
学内ホールでのラハティの学生作品展示風景
木工機械室の風景、左奥が材料棚
ラハティ応用科学大学キャンパス外観
